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貸切バス運行管理システム

第一部 ： 概 要 説 明



１．貸切バス運行管理システムの概要と主な特徴
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[概要]
貸切バス運行管理システムは、インターネットを活用したシステ

ムとなり、ＷＥＢ上から簡単に行程作成ができ、距離・時間・高速
道路料金等が自動計算され、その結果から新運賃（時間キロ併用
制）の計算が行えます。さらには「貸切バス交替運転者の配置基
準」の確認、運行指示書や運送申込書／引受書の書類作成など、
「計画に対する」一連の業務が行えるシステムとなっております。

[主な特徴]
①インターネットを活用したシステム
②簡単な行程作成（地図利用）（キロ程計算・新運賃計算等）
③貸切バス交替運転者の配置基準の確認
④運行指示書、運送申込書／引受書の書類作成
⑤顧客ごとの売上管理（手数料の集計等）



①インターネットを活用したシステム
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貸切バス運行管理システムは、インターネットを利用したシステ
ムとなり、インターネットの環境が整っているパソコンなら、いつ
でも、どこでも利用が可能になります。
（既存のパッケージ版のようにシステムをインストールする必要が
ありません。またインストールしたパソコンしか使えないなどの制
限（ＩＰ制限）もありません。）

インターネット上からユーザＩＤと

パスワードを入力すると利用できます。

　　　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

運行管理システム

サーバ

※指定のＵＲＬからユーザＩＤ
とパスワードを入力することに
より、いつでもどこでも利用で
きます。
（但し、インターネットの環

境がある場合です。）



②簡単な行程作成（キロ程計算・新運賃計算等）
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選択式の住所や施設から簡単に行程が作成でき、距離・時間を
算出し、併せて高速道路料金等も算出されます。
※算出された距離と時間により、新運賃（時間キロ併用制運賃）

が計算されます。（上限額と下限額が自動で計算）

さらに、利便性向上のため、バージョンアップとして従来の選択
式の行程作成のほかに、地図上からポイントをクリックすると簡単
に行程が作成できる「簡易モード」機能が追加され、時間・距離か
ら上限運賃や下限運賃を計算できるようになりました。



②簡単な行程作成（各種計算）イメージ
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※選択式で住所や施設を簡単に検索でき、行程を作成すると
新運賃や高速道路料金等を計算します。

[選択式登録画面]

[行程・運賃等画面]



②簡単な行程作成（地図検索）イメージ
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※従来の選択式に加え、地図をクリックするだけで簡単に行程作
成ができ、時間と距離を算出し、運賃を計算するものです。

2点以上をクリックし、行程検索により
経路が検索されます。

検索された経路から時間・距離が算出
され、運賃が計算されます。



③貸切バス交替運転者の配置基準の確認
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行程作成時、平成25年8月1日からの貸切バス交替運転者の配置基
準等にかかわる確認ができます。
（行程作成段階で登録を行おうとすると、チェック機能が動作しま
す。）

例：高速道路の連続運転時間の確認等

ﾁｪｯｸ箇所



④運行指示書、運送申込書／引受書の書類作成
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行程を作成すると、「運行指示書」「運送申込書／引受書」がエ
クセル形式で作成され、ダウンロードでき、ダウンロード後は内容
の編集（追加や修正）が可能となります。
また、「運送申込書／引受書」には運賃と料金のそれぞれの「上

限額」「下限額」が表示されます。
さらに、ダウンロードされた書類を、システムにアップロードし、

変更履歴等が確認できる機能が追加されました。

ダウンロードできる「運行指示書」「運送申込書／引受書」の例



⑤顧客ごとの売上管理（手数料の集計等）
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あらかじめ登録された顧客（申込者）ごとに手数料を入力できる
欄を設け、顧客（申込者）ごとに運賃や料金と手数料を集計できる
機能が新たに追加されました。
※集計されたものはエクセルでご利用できます。

エクセルの
集計表
（顧客毎）



３．導入メリット
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①廉価な費用でご利用できます。（月額数千円）

②インターネットを活用したシステムのため、いつでどこから
でも時間・場所を選ばず利用できます。

③行程作成が簡単で新運賃（時間キロ併用制）や高速道路料金
等が自動計算されるため、運賃等計算にかかわる作業手数の
軽減が図れます。（地図から行程作成もできます。）

④行程作成時に貸切バス交替運転者の配置基準等法令確認がで
きます。

⑤運行指示書や運送申込書／引受書の作成にかかわる時間が短
縮でき、作業手数の軽減が図れます。



４．費用関係
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貸切バス運行管理システムを利用する場合には、ライセンス契約
をしていただきます。

１ライセンスにつき、平成29年度は月額：3千円（税込）にてご利
用になれます。

５．ご利用スケジュール

平成２９年４月より、ご希望の事業者様には、仮のユーザＩＤと
パスワードを発行し、約１ヶ月間お試しでご利用いただいておりま
す。（ご連絡は日本バス協会へお願いいたします。）



６．運用関係
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貸切バス運行管理システムは以下の体制となっています。

・所有者：公益社団法人日本バス協会

・運用管理者（運用委託先）：
一般社団法人ＳＤ総合研究所

（問い合わせ先）
貸切バス運行管理システム運用センター
電話：03-6380-0128 ＦＡＸ：03-6380-0136
メール：unkoukanri@sd-research.or.jp
対応時間：原則 平日：10：00～17：00
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貸切バス運行管理システム

第二部 ： 操 作 説 明



１．運行管理システムのＵＲＬ（アドレス）
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[システムのＵＲＬ] http://www.bus-unkoukanri.biz/
※ご注意：ログイン後、「ログアウトボタン」を押さないで、
ブラウザ（ウィンドウ）の「×」でウィンドウを閉じる（画面を消す）と
セキュリティロックがかかり、約１時間ご利用できなくなりますので
ご注意ください。

運行管理システムのご利用は、ブラウザ（インターネットを見るソフト）を立
ち上げ、下記ＵＲＬからアクセスをしてください。
下記ＵＲＬはブラウザの「ＵＲＬの窓」に入力してください。
※ご注意：検索窓に入力してもシステムは開きません。

＜ＩＤについて＞
ユーザＩＤならびにパスワードを入
力してください。
※但し、同一ユーザＩＤで同時利用
（他のパソコンで利用）はできませ
ん。

※１つのＩＤで他のパソコンでご利
用になる場合は、必ず「ログアウト
」してからパソコンを変えてくださ
い。

← 「×」は押さないでください。



２．ご利用（操作）にあたり
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３ページ以降は、ご利用いただくための操作方法をご説明いたしますので、
画面イメージをご参考に操作をお願いいたします。
なお、操作上のポイントとなるところは「※重要」と記載しております。

[ご説明内容]
・17ページ ：３．ご利用（操作）にあたり → 最初のメニューのご紹介
・18ページ ：４．事前登録編 → 必ず最初にご登録いただく作業

（一度登録すると変更が無い限り、作業の必要は
ございません。）

・19～39ページ ：５．Ａ：行程から登録する編
→ 行程ごとに事前にご登録いただく作業

・40～43ページ ：６．Ｂ：地図から検索する編
→ 行程ごとに事前にご登録いただく作業

・44ページ ：７．帳票出力編 → 運行指示書・運送申込書／引受書の出力方法
・45～46ページ ：８．集計管理編 → 顧客（申込者）ごとに運賃・料金・手数料を集

計する方法
・47～48ページ ：９．差分チェック編 → ダウンロードされたエクセルを変更した場

合の変更点を確認する方法



３．操作方法（ご利用にあたり）
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運行管理システムのトップページから、前準備の「情報登録」（p.18）をして
ください。その後、「Ａ：行程から登録する」または「Ｂ：②地図から検索す
る」から行程が作成できます。

Ａ：「行程から登録する」の
利用シーン
・最初から運行計画を作成
する場合

・交替運転者の配置基準を
確認したい場合

・指示書や申込書／引受書
を作成したい場合

Ｂ：「地図から検索する」の
利用シーン
・すぐに時間・距離と運賃
を確認したい場合

※Ｂで作成した行程はＡに移動
して作業ができます。

Ａ

Ｂ



４．操作方法（事前登録編） ※重要
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基本情報の登録方法　　※最初にシステムをご利用する場合は、必ず事前に①～⑥を登録してください。
（前準備）

①「バス事業者」

クリックすると「バス事業者編集」画面が表示されます。

事業者様の基本情報を入力します。

１回のみの入力になります。

②「車両種別管理」

クリックすると「車両種別管理」画面が表示されます。

システムで使用する車両情報を入力します。

行程作成時にプルダウンで選択できます。

行程作成で時間の確認、金額の確認のみに使用する

場合は、最低１台は登録してください。

③「その他金額一覧」

クリックすると「その他金額一覧」画面が表示されます。

金額計算で使用する運賃、料金を入力します。

行程作成時にプルダウンで選択できます。

④「営業所管理」

クリックすると「営業所管理」画面が表示されます。

営業所を入力します。

乗務員管理、工程作成時にプルダウンで選択できます。

行程作成時の出庫、帰庫の地点になります。

⑤「乗務員管理」

クリックすると「乗務員管理」画面が表示されます。

営業所ごとに運転手、ガイドを入力します。

行程作成で時間の確認、金額の確認のみに使用する

場合は、ダミーの乗務員の登録でも使用出来ます。

⑥「顧客一覧」

※手数料・売上集計をする場合には、登録が必要です。

クリックすると「顧客一覧」画面が表示されます。

氏名・名称等を必ず入力します。

①
②
③

④

⑤

⑥

※入力するときは、

・新規で入力する場合は、「新規登録ボタン」を押してから入力してください。

・入力（登録）済みのものを変更する場合は、該当の項目の「編集ボタン」を押して

から入力してください。



５．操作方法（Ａ：行程から登録する①）
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行程の登録方法
（行程の準備） １．登録画面の表示

行程を作成（登録）するには、ホームページの①「行程登録」を

クリックします。

または、

②の「行程一覧」をクリック後、「行程一覧」画面の

③「新規登録」をクリックします。

行程を登録するための、「行程登録」画面が表示されます。
①

②

③

①



５．操作方法（Ａ：行程から登録する②） ※重要
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２．基本情報の入力

行程を作成する前に基本情報の入力、および

営業所、運転者の入力をします。

①の「基本情報入力」をクリックすると

「基本情報入力」画面が表示されます。

必須項目を入力します。

②運行日：カレンダーをクリックすると、カレンダー表示されます。

日付をクリックすると、年月日が自動入力されます。

日帰り運行の場合、同じ日を指定します。

③行き先：行き先を入力します。

④団体名：団体名を入力します。

⑤バス：総台数をプルダウン表示させ、選択します。

車両番号をプルダウン表示させ、選択します。

※乗車人数は、未入力でも行程の作成ができます。

⑥配車場所：住所入力をクリックして、住所入力画面より

配車場所を選択します。

⑦到着場所：住所入力をクリックして、住所入力画面より

到着場所を選択します。

⑧出発時間：出発時間をプルダウン表示させ、選択します。

⑨出庫時間および配車時間：未入力でも行程が作成できます。

出庫時間を入力すると、営業所から行程作成、運賃・料金計算が、

できます。

出庫時間、営業所/運転者の入力がされていると、行程作成時に

自動で「出庫」が作成されます。

配車時間は、指示書および運送申込書／運送引受書に記載されます。

「配車」は行程で考慮されていません。出庫～出発～の作成となります。

⑩「この内容で登録する」をクリックします。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
⑨

⑧

⑩



５．操作方法（Ａ：行程から登録する③） ※重要
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３．営業所/運転者の入力

営業所を設定することで、出庫場所の位置を特定、

運転者を設定することで、交替運転者配置基準のチックが行えます。

①営業所：出庫する営業所をプルダウン表示させ、選択します。

②交替運転者：交替運転者の有無を選択します。

※車両が複数でも個別に設定はできません。

※交替運転者ありの場合、全車両に運転者２名の設定が必要です。

③ガイド：ガイドの有無を選択します。

④運転者：運転者、ガイドをプルダウンで表示させ、選択します。

※複数台数の場合、車両ごとに運転者、ガイドを設定します。

①

②

③

④



５．操作方法（Ａ：行程から登録する④）
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行程登録（作成例）

行程の登録を行います。
作成例：

神奈川営業所（出庫）～新横浜駅（出発）～箱根彫刻の森美術館（観光：５時間）～新横浜駅（到着）～神奈川営業所（帰庫）
7:00 8:00

①「行程編集」画面の日程入力をクリックします。

②「日程入力」画面が表示されます。

※基本情報で入力した出庫、出発が登録されています。

①

②

各種検索方法は、
27ページから31ページを
ご参照ください。



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑤） ※重要
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経路入力（箱根彫刻の森美術館（観光：５時間））

①区分を選択します。

※停車を要する区分は、滞在時間を入力します。（休憩、食事、観光、滞在）

②場所を入力します。

必ず住所入力をクリックして場所を指定します。

名称を変更できますが、場所そのもの（緯度経度）は変更できません。

（変更した名称は指示書等の行程に表示されます。）

③時間/所要時間を選択します。

到着予定時間を設定することができますが、以下の仕様となっています。

システムの到着時間より入力時間が大きい場合は入力時間

システムの到着時間より入力時間が小さい場合はシステムの到着時間

※出発、乗合、宿泊、到着、帰庫が対象となります。

④運転者を選択します。

※交替運転者のいる運行で、交替する地点で２人目を選択します。

⑤優先道路を選択します。

高速道路優先：次の地点まで高速道路があれば、高速道路を経由します。

一般道路優先：次の地点まで高速道路は除外されますが、

その他の有料道路を含む一般道を経由します。

⑥反映をクリックします。

①

②

③

④

⑥



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑥）
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経路入力の項目入力後、反映をクリックすることで

経路一覧に経路が追加されます。

①「この内容で登録する」をクリックすると、運行の経路として登録されます。

（注）「この内容で登録する」をクリックする前に「閉じる」をクリックすると

運行の経路と登録されません。

「この内容で登録する」をクリックせずに続けて経路入力が出来ます。

経路入力（新横浜駅（到着））

②区分を選択します。

③場所を入力します。

④反映をクリックします。

⑤経路一覧に経路が追加されます。

①

②
③

④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑦） ※重要
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経路入力（神奈川営業所（帰庫））

①区分を選択します。

②場所を選択します。

※帰庫の場合、営業所を選択します。

③反映をクリックします。

④経路一覧に経路が追加されます。

⑤すべての経路が入力できたので、「この内容で登録する」をクリックします。

⑥日程入力の確認画面が表示されます。

システムで計算された時間、距離、有料道路料金などが表示されますので、

このまま経路を登録する場合は、「この内容で登録する」をクリックします。

※今回、改善点

時速を交通センサスの情報（旧：一般道40km/h、高速80km/h）に

変更しました。（googleの計算に近づきました。）

①

②

③

④

⑤

⑥



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑧） ※重要
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行程に追加があった場合の操作方法です。 経路入力（平塚PA（休憩30分））

①追加したい行の上の行の追加ボタンをクリックします。

②行程表に行が追加されます。

③追加された行の編集ボタンをクリックします。

④経路入力画面が表示され、No.に追加された行No.が表示されます。

⑤所要事項を入力します。

⑥反映ボタンをクリックします。

⑦行程表に追加されます。

⑧この内容で登録するを２回クリックします。

①

③
②

④

⑥
⑦

⑧



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑨）

27

住所入力の住所検索

住所で地点登録する方法です。

【操作手順】

①都道府県をプルダウン表示させ、選択します。

②市区群をプルダウン表示させ、選択します。

③町村・丁目をプルダウン表示させ、選択します。

④番地をプルダウン表示させ、選択します。

⑤「この内容で登録する」をクリックします。

※地域をプルダウン表示させ、選択すると、

都道府県の選択を絞ることが出来ます。

北海道地方：北海道

東北地方：青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県

関東地方：茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県

中部地方：新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、

静岡県、愛知県

近畿地方：三重県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中国地方：鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県

四国地方：徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州地方：福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県

沖縄地方：沖縄県

【収録住所データ】平成26年5月現在
市区町村：1,916件
町丁目：466,241件
番地（街区）：13,028,410件

①

③

②

④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑩）

28

住所入力の施設名検索

施設名で地点登録する方法です。（※施設名等ダイレクト検索ができるようになりました。）
検索例は高速道路施設名になります。（駅、一般施設も同様な操作で検索できます。）

①都道府県+市区群で検索する。（従来通り）
都道府県、市区群を選択して、施設名は空白のまま検索できます。
※検索結果は500件までになります。500件を超える場合は、検索条件を変更してください。

【操作手順】
①都道府県を選択します。
②市区群を選択します。
③「検索する」をクリックします。
検索された施設が表示されます。
④登録する施設の○をクリックすると、●になります。
⑤「この内容で登録する」をクリックします。

※地域を選択すると、都道府県を絞って選択できます。
①

③

②

④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑪）

29

②都道府県+施設名で検索する
都道府県を選択して、施設名を入力して検索できます。
※検索結果は500件までになります。500件を超える場合は、検索条件を変更してください。

【操作手順】
①都道府県を選択します。
②施設名を入力します。
③「検索する」ボタンをクリックします。
検索された施設が表示されます。
④登録する施設の○をクリックすると、●になります。
⑤「この内容で登録する」をクリックします。

※地域を選択すると、都道府県を絞って選択できます。①

②

③

④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑫） ※重要

30

③施設名で検索する
施設名だけ入力して検索できます。
※検索結果は500件までになります。500件を超える場合は、検索条件を変更してください。

【操作手順】
①施設名を入力します。
②「検索する」ボタンをクリックします。
検索された施設が表示されます。
③登録する施設の○をクリックすると、●になります。
④「この内容で登録する」をクリックします。

①

②

③

④



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑬）
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住所入力の電話番号検索

電話番号で地点登録する方法です。
一般施設のみ電話番号だけで検索できます。

【操作手順】
①電話番号を入力します。
②「検索する」をクリックします。
検索された施設が表示されます。
③登録する施設の○をクリックすると、●になります。
④「この内容で登録する」をクリックします。

①

③

②

④



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑭） ※重要
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行程登録（運賃計算）

運賃・料金の計算および登録を行います。
作成例：

神奈川営業所（出庫）～新横浜駅（出発）～箱根彫刻の森美術館（観光：５時間）～新横浜駅（到着）～神奈川営業所（帰庫）
7:00 8:00

①「金額入力」をクリックします。

②「金額入力」画面が表示されます。

③運賃欄の料金名をプルダウン表示させ、キロ制運賃、時間制運賃を選択します。

④交替運転者が乗車する運行は、料金が発生しますので

料金・実費欄の料金名をプルダウンさせ、交替運転者配置料金キロ制、

交替運転者配置料金 時間制を選択します。

※料金・実費欄の項目は、マスター管理「その他の金額一覧」に登録された項目が

表示されます。

①

②

③

④



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑮） ※重要

33

①料金名が選択されると、単価、数量、料金が表示されます。

※デフォルトで上限金額

②「行程編集」その他入力画面で「割引」を入れてると、運賃割引額が表示されます。

③有料道路料金は、「行程編集」基本情報画面で選択した車両から表示しています。

車両クラス 有料道路金額
大型 → 特大
中型 → 大
小型 → 中

④「下限で計算する」を選択すると、下限の単価、料金が表示されます。

※予定に誤差等がありましたら、数量を変更することで料金変更も可能です。

⑤「この内容で登録する」をクリックします。

①

③

②

④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑯）
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上限金額下限金額の確認

金額入力画面で上限金額下限金額の確認ができます。

また行程編集画面で上限金額下限金額の確認ができます。



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑰）

35

サンプルツアーなど行程をコピーした場合の金額計算について

日程を編集登録されたデータを元に数量、金額が再計算される項目。

キロ制運賃、時間制運賃、深夜早朝運行料金、

交替運転者配置料金キロ制、交替運転者配置料金時間制、

交替運転者深夜早朝運行料金

コピーされた既存データをセット、既存データが無い場合は「0」がセットされる項目。


時間待機料金、宿泊料金、宿泊待機料金、回送料金、航送料金、


ガイド料、駐車料、その他実費

再計算を行わず数量、金額の既存データ（コピーしたまま）を変更したい場合。

「既存データ変更」にチェックをつけていただくと再計算を行わず、

既存のデータがセットされます。



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑱）

36

地図表示　

行程作成後、「行程編集」画面が表示されます。

①「地図」をクリックすると、地図が表示されます。

②「この内容で登録する」をクリックすると、
経路を含めた情報がすべて登録されます。
※続けて金額計算を行う場合は、
クリックせずに行うことが出来ます。

①

②



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑲） ※重要

37

地図表示（経由地の追加）　

例：大宮駅→さいたまスーパーアリーナ→大宮駅

①行程編集画面の「地図」をクリックします。
②地図及び経路が表示されます。

① ②



５．操作方法（Ａ：行程から登録する⑳） ※重要

38

①地図をクリックすると、マーカーが追加されます。(26個まで）
追加したマーカーはダブルクリックで削除できます。
②地図の下の一覧で新しく追加した経路をどこに入れるか上下に移動させてください。
（▲で上へ、▼で下へ移動します）
③「この内容で登録する」を押すと、「日程入力」画面が表示されます。
※項目内容を変更する場合、「編集」を押して変更後、「反映」を押します。
④「この内容で登録する」を押します。
⑤「日程入力」の確認画面が表示されますので
「この内容で登録する」を押します。

マップの追加経路のデフォルト値です。
区分：経由
運転者：1人目
有料道路料金:チェックなし
優先道路：高速道路優先
※場所の名称は、変更可能です。

①

②

③④

⑤



５．操作方法（Ａ：行程から登録する21）

39

追加された経路の確認
行程編集画面の「地図」をクリックします。
追加した経路を削除するには、行程編集画面の行程入力より該当する経由地を削除ボタンを押してください。
経由地の変更は、削除後、新しい経由地を作成してください。



６．操作方法（Ｂ：地図から検索する①） ※簡単な上限下限運賃の確認方法

40

地図から検索する方法

①「簡易検索登録」ボタンをクリックします。

②地図が表示されますので、２点以上をクリックして下さい。(ポイントが作成

　されます。）

　※間違った場合やわからなくなった場合は、「地図をリセット」ボタンをクリック

　　すると、元に戻ります。また、ポイントはダブルクリックで取り消せます。

③地図上のポイントがわからない場合などは、「住所や施設から検索」ボタンを

　クリックすると、「Ａ：行程から登録する」で検索する住所や施設と同じように

　ポイントが作成できます。

④ポイントを作成したら、ページ下方の「行程を検索する」ボタンをクリックします。

地図をクリック
してポイントを
作成する場合

　　　（拡大したもの）

住所や施設名
からポイントを
作成する場合

①

←検索したら、ここをクリックすると

地図にポイントが追加されます。

ポイントを作成したら

ページの下にある

「行程を検索する」を

クリックします。

②

③

④



６．操作方法（Ｂ：地図から検索する②） ※簡単な上限下限運賃の確認方法

41

①経路が表示されますので、経路を確認してください。

　※変更する場合は、次のページをご参照ください。

　（もう一度やり直す場合は。「地図をリセット」クリックすると地図がクリア

　　されます。）

②休憩時間を計算に考慮する場合は、休憩の「合計時間」を入力してください。

　※連続運転時間で高速２時間と連続運転４時間を越えた場合は自動的に

　　結果に反映されます。

③高速道路を優先するか一般道路を優先するかを選べます。

④営業所からの出庫、帰庫の時間・距離を計算に含む場合は、選んでください。

※経路検索後に上記②③④を変えた場合は、必ずページ下方の「行程を検索

　する」をクリックしてください。

⑤あらかじめ登録されている運賃種別を変える事により運賃が変わります。

時間・距離を算出し、
運賃を計算します。

①

⑤

②
③
④

→休憩時間を考慮する場合は入力（一括時間）

→高速優先か一般道路優先かを選べます。

→営業所出庫、帰庫分を考慮するかを選べます。



６．操作方法（Ｂ：地図から検索する③） ※ポイント（経由地等）の追加方法

42

①最初に作成したポイントに別のポイントを追加したい場合は、地図上を

　クリックか住所や施設から検索によりポイントを作成します。

②作成されたポイントは、行程の並びの「一番下」に追加されるため、

　上（▲）ボタンまたは、下（▼）ボタンをクリックして位置を動かします。

③場所を動かしたら、経路を再検索させるため、ページ下方の「行程を検索

　する」ボタンをクリックして経路を確定させます。

　※必ず、「行程を検索する」ボタンをクリックしてください。

（拡大）

移動します ※上（▲）ボタンで途中へ移動

←経由地を足す場合には、地図をクリックか「住所や施設

から検索」によりポイントを作成します。

※移動後、必ずページ下方の「行程を検索する」を押してください。

①

②

③



６．操作方法（Ｂ：地図から検索する④） ※行程の登録方法

43

①行程（経路）が確定されたら、ページ下方の「ツアー名を入力する」に

　ツアー名を入力し、「この行程を簡易登録する」ボタンをクリックして

　終了します。

②従来の行程登録を行う場合や、配置基準の確認、ある程度の情報を

　運行指示書、運送申込書／引受書に反映させる場合には、行程一覧の

　「行程管理へ移動」ボタンをクリックします。

　クリック後、「Ａ：行程から登録する」と同様な作業を行えるようになります。

　※「Ａ：行程から登録する」に移動して作業する場合は、休憩時間が合計

　　一括で登録されているため、休憩や観光、食事場所など、ポイント都度

　　休憩時間の振り分けをしてください。

行程一覧に登録
されます。

①

②



７．操作方法（帳票出力） ※重要

44

行程一覧から「運行指示書」と「運送申込書／引受書」がダウンロード後、エ
クセルで表示、編集や保存ができます。

①運行指示書のエクセル表示（保存可）

②運送申込書／引受書のエクセル表示（保存可）

① ②

※ダウンロードされたエクセルファイルの「運賃」「料金」
等は空白で作成されます。



８．操作方法（集計管理編①）

45

申込者ごとに運賃と料金および手数料が集計されます。
（年度・月度集計は、平成29年1月運行分より集計されます。）
※ご注意：あらかじめマスター管理で登録された申込者が対象になります。

集計管理の方法

①「集計管理」ボタンをクリックします。

②集計処理する申込者名を選択します。

　※あらかじめマスター管理で登録された申込者に限ります。

③集計する期間を選び、それぞれの右にある「・・・で集計する」ボタンを

　クリックすると、集計結果が画面に表示されます。

　※集計されるものは、運賃・料金・手数料です。

①

②

③



８．操作方法（集計管理編②）
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①「ダウンロード」ボタンをクリックすると、エクセル形式で

　ダウンロードされます。

集計表が「エクセル形式」でダウンロードできます。



９．操作方法（差分チェック編①）

47

システムよりダウンロードされた「運行指示書」「運送申込書／引受書」につ
いて、どこを変更したかが確認できます。

差分チェックの方法

①差分をチェックしたい行程の「差分チェック」ボタンをクリックします。

　※差分チェックできるものは、「運行指示書」「運送申込書／引受書」です。

②「差分チェック」ボタンをクリックすると、アップロード画面が表示され、

　「アップロードする」ボタンをクリックすると、アップロードしたいファイル名を

　指定します。（ファイルを参照できます。）

①

②

「アップロード」ボタンをクリック

すると、該当のエクセルファイル

を指定します。（参照で指定）



９．操作方法（差分チェック編②）

48

[取り込むエクセルファイル] ①取込後、差分チェックで変更された項目が一覧で表示されます。

　その後、「出力ボタン」によりエクセル形式でダウンロードされます。

　そのエクセルファイルに変更された項目が赤く表示されます。

　※差分をチェックする項目（変更されたかを確認できる項目）

　　・運行指示書：「出庫時間」「出発時間」

　　　　　　　　　　　「見学・休憩・宿泊地の入力数（内容は対象外）」

　　・運送申込書／引受書：「車両の大きさ」「交替運転者の有無」

　　　　　　　　　　　「運賃」「上限額」「下限額」「料金」「上限額」「下限額」

　　　　　　　　　　　「実費」「合計請求金額」

②ダウンロードされたエクセルファイルに変更された項目が赤く表示されます。

[差分として出力されたファイル]

取り込まれると、 出力

差分の項目を 結果

表示します。

変更点（例）

大型＝１両→小型＝１両に変更

差分項目（例）

大型と小型の項目が変更として表示

①

②

「出力」ボタンをクリックすると

エクセル形式でダウンロード

できます。


